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母校 新校舎（平成 23 年 9 月竣工） 

 

 

 

 

平成２８年５月２８日(土) 

 ◇ 総 会 会 場 大阪商業大学ユニバーシティホール「 蒼 天 」 

  開 会 午後２時００分（受付 午後１時３０分） 

 
◇ コンサート 出 演 『 か さねいろ 』クラシカル クロス オーバー ユニット 

ソプラノ 十鳥 可奈子   ピアノ 藤本 さえ子 

※ プロフィールは、5 ページ参照 

 ◇ 懇親会 会 場 Ｕ･コミュニティホテル「Ｕ･コミュニティホール L」 （ＴＴＳセンター ６Ｆ） 

  開 会 午後４時３０分（受付 午後４時１５分） 

  会 費 特別会員（現・旧教職員） 

正 会 員 

長寿会員（第１期～第 29 期） 

新卒会員（平成 25～28 年卒業） 

招  待 

￥５,０００ 

￥２,０００ 

招  待 

※ 総会および懇親会参加希望者は，５月１４日(土)までに「返信用はがき」で，お申し込みください。 

◎ 懇親会会費・活動賛助金・賛助広告料を振り込まれる方は，「返信用はがき」の返送は不要です。 

 

校友会 総 会・コンサート・懇親会のご案内 



(2) 〔第 15 号〕 校友会だより「校友会誌」 平成 28 年 4月 18 日発行 

「 ごあいさつ 」 

         校友会会長 宮 原  健 

校友会会員の皆様には、ますま

すご健勝でご活躍のことと存じま

す。平素は、校友会活動にご理解

とご協力を賜りましてありがとう

ございます。 

本会は、平成 13 年 5 月 組織整

備なって本年で15周年を迎えまし

た。お蔭様で順調に活動いたして

います事は皆様のお支えがあってればこそと、感謝いた

しております。 

さて、会則の第 3条に「本会は、会員相互の親睦を図

り、併せて母校の後援をなすをもってその目的とする。」

とあります。 

目的達成のために、年に一回の総会および懇親会の場

をもっと活用していただきたいと思います。横軸の同期

の皆様や縦軸のクラブのＯＢ会で声を掛けあってミニ

同窓会・ミニＯＢ会を計画していただければ、もっと充

実した会になるのではないかと思う次第でございます。

ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

末筆になりましたが、悲しいお知らせをさせていただ

きます。本会設立から 4 期 12 年に亘って初代会長を務

めていただきました 岡田誠一氏(第 23 期 昭和 28 年卒

業)が、平成 27 年 8 月 26 日 82 年を一期としてご他界さ

れました。設立以来、本会の充実した活動に意欲を示さ

れ、多大なる尽力を賜りましたことに感謝申し上げ、謹

んで哀悼のまことを捧げます。合掌 

後を引き受けました私たちは、更なる努力を重ねより

充実した校友会活動と母校発展のため力を尽くすべく

役員一同心新たにしている次第でございます。皆様に

は、ご指導ご鞭撻くださいますようお願いいたしまして

ごあいさつとさせていただきます。 

 

「 校友会総会に寄せて 」 

母校新校長 好永 保宣 

 校友会総会の開催を、心よりお喜

び申し上げます。また、会員の皆さ

まには、日頃より本校教育に多大な

ご協力、ご支援を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

 さて、今春の人事異動におきまし

て、長年にわたり本校で活躍をされ、

平成 25 年度より校長を勤められた堀井純先生が退任され

ました。後任として、商大堺高校で勤務しておりました私

が校長職を仰せつかりました。伝統ある本校の校長として、

重責を担うこととなりましたが、早く新しい環境に慣れ本

校の発展に寄与できるよう努力してまいりますので、様々

な点で校友会のみなさまにご指導ご鞭撻をいただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

 現在、本校はグローバル商大、文理進学、スポーツ専修、

デザイン美術の４コースを設置し、それぞれのコースで特

色ある取り組みを進めております。その結果、大阪商業大

学への進学が 100 名を超え、また、文理進学コースやデザ

イン美術コースで、国公立大学進学者を出すなどの進学実

績につながっています。また、平成 28年度入学試験におい

ても、募集定員 325 名に対して、専願 313 名、併願 1,062

名、計 1,375 名の志願者数を数えることができました。し

かし、少子高齢化が進み、大阪府では 15 歳人口が今後 5

年間で約１万人減少する、厳しい時代となります。その中

で、中学生・保護者の方々に選んでもらえる学校であり続

けるために、教職員一同努力してまいります。校友会のみ

なさまのさらなるご指導ご支援のほど、よろしくお願いい

たします。 

「 退任の挨拶 」 

         母校前校長 堀 井  純 

この度、3月 31 日を以って大阪

商業大学高等学校を、任期満了で

定年退職することになりました。

思い起こせば、昭和 51年 4 月に本

校に国語科専任として就任して、

40 年が経過しました。永いようで

すごく短く感じます。校長は、平

成25年 4月から3年間の任期でし

た。色々とありましたが、皆様方のご協力を得て充実し

た 3年間でした。 

 

校長初年度に、文理進学コース１期生を迎え入れ、6

コースから 4 コースへと再スタートを切りました。そし

て、3月に初めての卒業生を送り出しました。特に進学に

おいては、文理進学コースを中心に、他のコースからも国

立大学、関東および関西の有名私立大学への合格者が出ま

した。また、34 名がセンター試験を受験し、二次試験に

17 名がチャレンジしました。今までにない、大きな流れ

を作り出してくれました。 

校友会の皆様には、これまでと同様に母校への支援を

して頂きますように、この紙面をお借りしてお願いいたし

ます。また、校友会のますますのご発展を祈念いたします。 
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「 祝 辞 」                       学校法人 谷岡学園 理事長 

大阪商業大学 学長 谷岡 一郎  先生 

大阪商業大学高等

学校校友会の15周年

まことにおめでとうご

ざいます。 

今年、平成28年

（2016年）は、NHKの

大河ドラマで「真田丸」

を放映していますが、

大坂夏の陣が終わっ

て徳川家康が死んだのが1616年4月17日ですから、この発行日

（2016年4月18日）でちょうど400年が過ぎたことになります。真田

丸は難攻不落の要塞でしたが、冬の陣の和解のあと、家康の政

治力によって破壊、埋め立てられてしまいました。真田丸なき夏

の陣は戦う前から勝ちめが薄かったようです。 

家康が死んで100年後、1716年から第八代将軍吉宗が、家継

死去のあとを受けて享保の改革をスタートします。長く安定した

政権で、29年もの間、吉宗が日本の舵取りをしました。歴史に残 

る善政を敷き、財政を立て直したことがそのあと100年以上続く

徳川家の礎となったようです。校友会も宮原会長のリーダーシッ

プのもと、安定し、ますます発展してほしいものです。 

2015年秋のドラフトで、広島カープに1位指名された岡田明丈

投手は、大商大高校出身ですね。先日少しばかり話をしました

が、本当に好青年で頼もしく感じました。「最近特に伸びたのは

富山監督のおかげ」と謙虚に言えるところは、大器の予感です。

加えて大商大高校ではありませんが、吉持亮汰内野手がドラフ

ト2位で楽天に、また卒業してパナソニックに2年いた近藤大亮

投手もオリックスに2位で指名され、それぞれ入団が決定しまし

たことをご報告申し上げます。応援どうぞよろしくお願いします。 

他のスポーツも一応まずまず。文化面でも卒業生の質でも、

大商大ブランドは確固たる地位を築きつつあります。皆様が胸

をはって世の中で活躍してくれているから、というのが大きな理

由でしょう。ますますのご活躍をお祈り申し上げます。 

会長以下、関係者の皆様にお礼申し上げ、改めて15周年の

お祝いを述べたいと思います。おめでとうございました。 

  

「 校友会15周年にあたっての雑感 」            母校 第９代校長・校友会 顧問 

     湯原 俊雄 先生 

校友会15周年おめでとうございま

す。商大高校の発展と共に益々ご発

展される事をお祈りします。 

私が高校を退職後30年も経ってし

まいました。すっかり新しく変って、

時代にそって目を見張るように発展

している様子を拝見して陰ながら喜

んでいます。 

私は本校が昭和3年城東商業として設立されて約30年後から

30数年お世話になりました。その創設期の30年は、戦前戦後の

激しい激動の中で大阪商大の確固たる土台の確立の時代だっ

たと思います。そして私の居た30年数年は、中興の時代とでも

言いますか、商業科中心の高校から普通科への移行を含めて

時代の変化に対応した近代的高校への変化発展の時代だった

と思っています。 

学園本部と5年に渡って激しく論争を続けた事など、今でも忘

れられません。しかしあの論争が近代化への礎になったものと

思うのです。 

そしてその後の30年は一層目まぐるしく変化し難しい時代に

対応して、商業学校から普通高校へと進み男女共学の実現・コ

ース制の取入れなど、益々時代の進歩に沿って一段と飛躍して

こられたことに心から敬意を表しているものです。 

ただ長い間の大阪商大附属高校の「附属」が無くなったことに

一抹の寂しさを感じていました。しかし、これも附属では無く、単

独の独立高校として他の大学・短大・などと並んで独自に発展

できる要素と考えて得心している次第です。 

今後の商大高校の発展のために、校友会が最大の応援組織

として活躍される事を深く期待しています。もう私の存じ上げる

方々は非常に少なくなりましたが、宮原・田中両先生を初めとす

る役員の方々のご活躍に敬意を表すると共に今後ともよろしく

お願いします。 

私は今年92歳になり、年相応にあちこち

と悪く、何のお手伝いも出来ませんが、遠

くから皆さんのご活躍を応援させていただ

きます。ますますのご発展を祈念し措辞で

すが、ご挨拶にかえます。  
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「 最高の教育者 

 恩師 壷田先生に報告します 」 

＝夜の街路灯で地域の一隅を照らせる人になりました＝ 

第 26 期（昭和 31 年卒業) 藤 川 良 純 

(1)  近鉄線 小阪駅より歩くこと5分。大阪商大の門、左に百

尺高き時計台と白亜の殿堂。右に立派な築山、初代学長の

銅像があり、その奥に我が母校の本館。玄関の右の築山に

二宮金二郎の銅像があった。今も場所を変えて現存してい

ます。 

(2)  今から65年前、15才の春この立派な建物と教育環境の良

い高校に入学し周囲を見渡して心はずみ未来への良い予感

を感じました。 

(3)  高校生活は、担任はあの有名な哲学者 教育者の壷田先生

であった。 

高校のクラブ活動は、壷田先生が顧問であった柔道部と

弁論部に入部した。 

大学は大阪商大に進学し、空手道部と大学自治会活動に

青春の情熱を注ぐ。 

(4)  卒業後、社会人になってからは、大阪青年会議所や東大

阪自民党青年部の幹事長として政治活動に参加。 

(5)  壷田先生が特に熱心に指導されたのは、社会科の授業で

教育基本法を繰り返し生徒が理解するまで指導された。 

第1条 教育の目的  第2条 教育の目標 

第3条 生涯学習   と続く。 

 壷田先生は、この第3条の生涯学習に適合する社会人教育

を生涯続けられた。例えば、 

(ｲ)  青年には、より良く生きる為の人生訓。日本生道会と

言う名称で。 

(ﾛ)  社会人には、社会の一隅を照らすと同時にいろんな団

体に加入し、お世話役等を担当し社会に役立つ人になれ

と、全員には毎月ハガキ通信で指導された。 

(ﾊ)  壷田先生のお教えの根本は、社会の(自分が関係する)範

囲の一隅を照らすと同時に人に親切にしなさいと言うこ

とと、私は思っています。 

   私でもこの教えを少しでも実行出来たらと思い、地元

町会 1,300世帯の自治会の役員を30年ぐらい続けていま

す。担当は、市政だよりの配布の手配と街路灯の責任者

です。 

   町会の夜道を安全に安心して歩ける様に、必要な場所

に街灯の設置と照明器具の管理です。 

   街灯の取り換えも、30年前は

電球、次に蛍光灯、水銀灯、Ｌ

ＥＤ灯と時代とともに変化し、

より明るく進化してきました。 

(ﾆ)  ここで冗談ですが、壷田先生、

私は今、地元の町会の夜道の一

隅を照らし、市政だより配布

等々で団体のお世話役も出来る

様になりました。 

(ﾎ)  壷田先生の教え、今も天国から聞こえてきます。高校

卒業後62年目の報告です。 

   壷田先生は、今も天国で先生の思想の追及と実践の指

導に尽力されている事と存じます。 

   私は、現在も先生指導のお蔭で元気で仕事をしていま

す。いろいろな教えまことに有り難うございました。  

ご報告まで。 〔 校友会 副会長 藤川 良純〕 

 

「 備えあれば憂いなし 」 

第 29 期（昭和 34 年卒業) 宮 原   健 

昨年 9月 18 日、日本から約 17,000 ㎞離れた南米、チ

リの沿岸でマグニチュード 8.3 の大地震が発生した。そ

れによる日本への津波の被害が心配されたが、幸い数 10

㎝程度の波高を記録した程度で、事なきを得た。 

チリ地震といえば、私が母校を卒業した翌年の昭和 35

年、歴史上最大といわれるマグニチュード 9.5 という、

途方もない大地震が発生したことが思い出される。この

地震による大津波は、後に「チリ地震津波」と名付けら

れ、地球の真裏から約一昼夜かけてわが国の三陸海岸沿

岸を襲い、大変な被害をもたらしたのだ。 

わが国の津波の被害について直近の歴史を紐解いて

みると、秋田県を中心に多くの犠牲者を出した昭和 59

年の日本海中部地震、奥尻島に最大波高 16.8ｍもの大津

波が押し寄せた平成 5 年の北海道南西沖地震、そして、

平成 23 年に発生した東日本大震災による甚大な津波被

害が記憶に新しい。 

このように、津波といえば東北地方から北海道にかけ

ての沿岸地域が受けた大きな被害が目につくが、実はあ

のような忌まわし津波被害が、この大阪でも起こってい

たことをご存知だろうか。 

大阪市浪速区の

大正橋の傍らに建

つ石碑「安政南海

地震津浪碑」(写真)

の側面に、紀州沖

南海トラフを震源

とする南海地震に

よる大津波が、今

から 309 年前の宝

永 4 年(1707)と、162 年前の安政元年(1854)の 2 回、大

阪の町を襲ったという史実が『大地震両川口津浪記』と

題して刻まれてい

る。（写真） 

恐らく、当時の

人も「まさかこの

大阪に津波が…」

という思いがあっ

たのではないだろ

うか。その油断こ
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そが被害を大きくしたに違いない。いにしえの人々はそ

んな教訓を後世の人々に伝えるべく、石碑という形で記

録を残そうとしたのだろう。 

願わくば、地震など起こらないに越したことはないが、

自然に逆らうことはできない。地震は、いずれ必ずやっ

てくると考えて、常日頃から備えておくことが何よりも

大切だと言える。 

『備えあれば憂いなし』人は、天災の前に無力である

としても、人知で大難を小難に変えることは可能なはず

だと信じている。 

ＰＴＡ機関誌｢若竹会報｣の投稿記事に加筆して転載｡ 

「 人生50歳を超えて感じる事 」 

第 53 期（昭和 58 年卒業) 東 野 義 晃 

早いもので、昨年（2015 年）1 月に 50 歳になりまし

た。私が、母校の大阪商業大学附属高等学校を卒業して、

32 年が経過。今年で 33 年目に突入です。 

当時の担任が、現在は母校の校長先生に就任。教えて

頂いた恩師も殆どの方が卒業されています。残念ながら、

高校時代の思い出は殆ど思い出せないので、昨今感じる

事を少し書いてみたいと思っています。 

１．以前からご縁があり町内会会長の依頼で、地域活

動に参加させて頂いています。過去には「大阪市青少年

指導員連絡協議会」「大阪市スポーツ推進委員協議会」

等に参加。現在は地域の町内会こども会担当で、春から

町内会副会長に就任します。最近、時間ある時によくや

るのが朝の出勤前に、町内会婦人部会の役員と一緒に、

登校児童への「声かけ運動」です。児童や登校学生に「お

はよう！車に気つけや！」と声をかけるだけなのですが、

以前は皆恥ずかしそうに下を向いていましたが、最近は

「おっちゃんお早う！行ってきます。」の返事がくる様

になりました。そんなに長時間してる訳ではないですが、

朝から声かけて返事がくると嬉しいものです。地域の皆

さんと、顔なじみになるのが良いですね。最近は、見知

らぬ方から挨拶をうける事が多々あります。顔売れてる

のでしょうか？有り難い話と思っています。 

２．2 年前にあるご縁で「日本比較生活文化学会」と

言う自然分野の学術学会に入会しました。年に 1度関東

もしくは、関西の主要大学で学術研究発表会があり、私

も参加しています。学会誌も発刊されています。今春、

私も「修士」の学位を取得しました。現在は、この学会

で学会誌に私の研究論文が、いつか？掲載されるべく毎

回いままで挑戦していますが、なかなか審査を通過しま

せん。 

査読担当の教授曰く、「論文掲載されるには「コツ」

があります 。東野さんは、後 1 歩まできていますがも

う少しですね。」の評価がいつもきます。 

私にとって、「コツ」が何なのか？正直、どこかにマ

ニュアル本販売していたら即購入したい位なのですが、 

 

親から貰った「文章を書くのが、苦手ではない！」と

いうこの性格を信じてまだまだ挑戦しようと思ってい

ます。 

３．高校の話ではないですが、母校である大阪学院大

学にも卒業生の親睦団体である校友会組織があります。

会の活動の性格上、どうしてもある程度の費用がかかる

のですが最近の若い人（卒業生）の中には、有料なのを

嫌い入会しないという学生諸子もおられます。勿論、人

それぞれなので批判するのは、筋違いと理解しています

が、高校にしろ大學にしろ、縁あり人生の何年間か？過

ごした学び舎です。できれば入会して卒業して即校友会

活動に参加しなくても、いつか？人生の後半になってか

ら思い出話をしに会場に来てほしいものだと、いつも思

います。 

最後になりますが、お世話頂いてる役員の皆様には、

感謝の言葉しかありません。有難うございました。 

韓国 ・ 釜山「天馬塚」にて 最前列 東野 義晃 氏 

『 かさねいろ 』クラシカル クロス オーバー ユニット 

ソプラノ 十鳥 可奈子 ピアノ 藤本 さえ子 

 

  大阪音楽大学音楽学部声楽

科卒業。同大学専攻科修了。 

 オペラ・ミュージカルに多

数キャスト出演。 Ensemble 

Flottに所属し、宗教曲ソリ

ストも務める。 

 ピアノを青井彰。声楽を森

池日佐子、新井和孝、並河寿

美 各氏に師事。 

 大阪音楽大学音楽学部声楽

専攻卒業。同大学器楽(ピアノ) 

専攻科修了。 

 在学中から声楽や管楽器の

伴奏を中心に演奏活動。現在、

母校音楽科講師。丸紅混声合

唱団専属ピアニスト。2014年

度 長江杯国際音楽コンクー

ル優秀伴奏者賞受賞。 

※ お二人は、年間約50回以上の演奏活動中。 
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ディナークルーズ船 ブリガムヤング大学 ワイキキビーチ遊泳 
 

「 第86回 卒業式を終えて 」 

母校 平成 27 年度 第 3学年主任 

巽   友  宏  先生 

平成28年2月20日、第86回卒業式において、408名の生徒た

ちが立派な姿で巣立っていきました。 

３年前、「世のため人のため」をモットーに生徒たちを育てて

いこうと学年団が組織されました。どんな生徒たちが入学してく

るのだろうと不安と期待が入り混じる中、入学式を迎え、次の日

からさっそく寝食を共にする宿泊行事がスタートしました。現地

では、本校での規則や各コースの目標などの確認、学ぶ姿勢や時

間を守る大切さを伝えていきました。特に、校歌指導に力を入れ、

３日目の最終日に合唱コンクールを行い、短い時間ですがクラス

の団結を発表しました。 

時間が経つにつれて学校生活にも慣れてきます。いつの時代も

変わりませんが、慣れてくると気の緩みから問題行動が起きてき

ます。その問題をどのように解決していくかが注目される昨今で

すが、教員１人ではなかなか解決できません。学年や教科で関わ

る教員、クラス、クラブなどのメンバーと共に時間を掛けて問題

に取り組むことを心がけ、みんなで対応していると、少しずつで

はありますが生徒たちに変化が現れてきました。そして、当の本

人だけではなく、周りのメンバーも良くなっていきました。大人

もそうですが、人は人との繋がりの中で少しずつ成長していくも

のだと改めて認識しました。携帯電話・スマートフォンなどによ 

る間接的なコミュニケーションの形が次々と生み出されていく

中で、いかに直接的な人との繋がりを生み出すかが現代の課題で

あると感じています。 

私自身、この３年間で生徒たちと共に成長できました。これか

らも人との繋がりを大切に、たくさんの時間を生徒たちと関わっ

ていきたいと思っています。 

最後になりましたが、支えていただきました関係者の皆様には

大変感謝しております。ありがとうございました。 

平成27年度 第3学年 担任団     （敬称略） 
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「 ハワイ修学旅行 」 

母校 第3学年主任 上 田 英 明 先生 

平成27年度の修学旅行は、昨年度に引き続きハワイで実施しま

した。集団行動が出来るようになるのはもちろんのこと、少人数

でも各自が自主的に行動できるようになるプログラムを組みま

した。 

１日目は市内観光の後にホテルで少し休憩してから、クラスご

とで食事に出かけました。食事会場はホテルから出て、徒歩で向

かいます。どの食事会場でも生徒たちの「おいしかった！」、「お

なかいっぱい食べられた！」という感想を聞けました。 

２日目は生徒5人に現地学生が1人の引率のもと、大学キャンパ

スツアーを行いました。学校の授業で学んできた、外国人との英

語会話が実践されたひと時でした。夕方からは、この修学旅行の

メインとも言える、サンセットディナークルーズに参加しまし

た。船の上で沈む夕日を眺めながら、ハワイの地へ来たことを実 

感させられます。 

３日目は３つのプログラム（ダイヤモンドヘッドトレッキン

グ・ワイキキビーチ遊泳・ホノルル動物園見学）を楽しみまし

た。その後、昼食前から班別自主研修です。1.7マイル（約2.7

キロ）の道のりを各々が徒歩やバスで移動し、アラモアナショ

ッピングセンターで点呼を行ないました。途中、生徒たちは英

語力を駆使して、昼食をとった模様です。そこからまたホテル

まで徒歩だと40分ほどの道のりを帰っていきました。少し距離

はありましたが、迷いながらも全員の生徒がしっかりとホテル

まで戻ってきました。異国の地でも、自力で行動できる勇気と

行動力が生徒たちについてきたと、頼もしく思えました。 

大きなけがや病気もなく、全員が無事に修学旅行を終えるこ

とができました。生徒たちも満足した様子で、楽しんでいたよ

うです。この体験を基に、高校生としてステップアップできれ

ば、修学旅行の目的は達成できたものと思われます。 



平成 28 年 4月 18 日発行 校友会だより｢校友会誌｣ [第 15 号]（7） 

 0 第 86 期生 408 名 校友会会員に  

平成 27 年度第 86 期生の卒業証書授与式は、2月 20 日

(土)母校体育館において挙行された。 

定刻前にブレザーの胸にコサージュを付けた卒業生

が、学級担任の引率によって紅白の幕が張られた式場に

入場。厳粛な式の準備が粛々と

進む様は見ていて非常に清々

しい思いであった。卒業生の入

場が完了すると、開式に先立っ

て、司会の西田博教頭先生から

来賓の方々が紹介され、式は定

刻に始まった。 

はじめに、副校長阪口耕次先

生より学事報告があった。本年度の卒業生は、昭和 7 年

3 月、旧制大阪城東商業学校の第１期生から通算すると

第 86 期生にあたる。昭和 24 年 3 月新制高等学校の第１

期生から通算して第 68 期生である。その間の卒業生総数

は、実に 29,532 名にも上るとのこと。母校の偉大な歴史

を感じずにはいられない。 

また、平成 15 年度から普通科にコース制が採用され、

共学制が発足して 11 回目の卒業証書授与式に当たり、女

子生徒も今年卒業した 104 名を加えて 572 名に上った。 

担任教諭から卒業生の氏名が読み上げられ、それに応 

えて自席で起立し、クラス単位で全員起立したところで着

席を繰り返し、13 クラスが終わったところで“以上 408

名 全員起立”の号令がかかり、１組の百々翔太郎君が卒

業生を代表して式場の中央に設置された演台上で学校長

堀井純先生から卒業証書が授与された。 

続いて、学校長の式辞、来賓の学校法人谷岡学園理事

長・大阪商業大学学長谷岡一郎先生の祝辞、ＰＴＡ会長熊

谷公男氏からの励ましの言葉が贈られた。 

祝電の披露に続いて、在校生代表の佐竹新太朗君からの

「送辞」、そして、卒業生代表田中大貴君から「答辞」と

進み、最後に「校歌」を無伴奏で卒業生全員が大きな声で

斉唱して式は滞りなく終了した。 

今回の卒業証書授与式は、実にシンプルで清々しく威

厳に満ちた素晴らしい式であったと思ったのは、私だけで

あろうか。 

卒業生の退場は、クラス

ごとに中央で横一列に整列

し、“気を付け”“礼”など

の号令で一同礼の後、式に

参列した人たちの拍手に送

られて、全員爽やかな顔を

して式場を後にした。 

素晴らしい卒業証書授与式に参列して、若い人たちのパ

ワーを吸収し、爽やかで晴れ晴れした一日であった。 

 

■ 卒業者数の累計   第 86 回 卒業証書授与式 平成 28 年 2 月 20 日(土) 

学  校  名 
全 日 制 定 時 制 合  計 

累計 
商業(男) 普通(男) 普通(女) 商業(男) 商業(女) 男 子 女 子 

大 阪 城 東 商 業 学 校（旧制) 昭 ６年度～昭25年度 2,735     1,339   4,074   4,074 

城 東 高 等 学 校（新制) 昭 23 年度 16         16   4,090 

大阪城東大学附属高等学校 昭24年度～昭26年度 206 84   139   429   4,519 

大阪商業大学附属高等学校 昭27年度～平 ３年度 5,875 10,970   591 26 17,436 26 21,981 

大 阪 商 業 大 学 高 等 学 校 平 ４年度～平 26年度   6,701 442     6,701 442 29,124 

平成 27 年度(第 86 期生)   304 104     304 104 29,532 

小   計  8,832 18,059 546 2,069 26 28,960 572   

合   計  27,437 2,095 29,532   

※ 大阪城東商業学校の 全日制商業科＝第１本科、定時制商業科＝第２本科 と読み替える。       

     附属中学校は、昭和 30 年 4 月以降、生徒募集中止。 

大阪商業大学附属中学校 昭和22年度～昭和31年度 1,171  旧制商業学校・高等学校・中学校の 総計 30,703 名 
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平成27年5月23日(土)平成27年度校友会総会を

大阪商業大学ユニバーシティホール｢蒼天｣に於いて

開催した。 

会長の挨拶に続いて母校の校長先生よりお祝いの

言葉を頂戴して総会が始まった。 

 総会の詳細は割愛するが、以下に平成 26 年度事業

報告と会計収支決算報告書を掲載する。 

 平成 26 年度 校友会会計収支報告書 
（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3 月 31 日）  

 収 入 の 部 支 出 の 部 

 項    目 決 算 額 項    目 決 算 額 

 前 年 度 繰 越 金 6,064,317 総 会 費 20,000 

 会  費  2,250,000 懇 親 会 費 用 270,000 

 懇 親 会 会 費 173,000 役 員 会 費 44,244 

 校友会活動賛助金 309,000 通 信 費 917,012 

 賛 助 広 告 料 354,000 印 刷 費 128,457 

 雑   収   入 1,127 消 耗 品 費 108,161 

    雑 費 27,000 

    広 報 宣 伝 費 624,624 

平成 26 年度 事 業 報 告 
    諸 集 会 費 20,000 

    慶 弔 費 160,000  

26. 4. 7(月) 母 校 第 87 回 入学式 に参列         育 英 奨 学 費 0 

5.10(土) 第１回 役 員 会 於 母校 視聴覚教室     クラブ活動補助 220,000  

5.18(日) 平成 26 年度 総 会・コンサート・懇親会     学 園 祭 補 助 225,000 

  第 1 部 総  会  於 商大 ﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨﾎｰﾙ 蒼天     予 備 費 0 

  第 2 部 吹奏楽演奏会  於 同上  収 入 の 部 合 計 9,151,444 支 出 の 部 合 計 2,764,498 

  第 3 部 懇親会  於 Ｕ･コミュニティホールＬ  単年度収入合計 3,087,127 単年度支出合計 2,764,498 

10. 1(水) 母 校 第 86 回 体育祭 に参列  
収入総額 \9,151,444 － 支出総額 \2,764,498 = 次期繰越 \6,386,946 

10. 4(土) 母 校 第 55 回 文化祭 に参加  

11.29(土) 第２回 本部役員会 於 母校 小会議室  平成 26 年度の収支決算を監査の結果、財産状態 

ならびに運営状況を適正に表示しています。 

監査 赤 部   功 

井 野 早 雄 27. 2.21(土) 母 校 第 85 回 卒業証書授与式 に参列  

3.14(土) 第 3 回 役 員 会 於 母校 視聴覚教室  平成 27 年 5 月 10 日 〔印省略〕 

 第１部 総 会                          於 大阪商業大学 ユニバーシティホール「蒼 天」 

会長 宮原 健 

  

母校校長 堀井 純先生 

第２部 イベント 「河内音頭・江州音頭」 出演 額田音頭会   「摂州平野郷地車囃子」 出演 平野地車囃子保存会    於  同上 

  

第３部 懇 親 会                       於 Ｕ･コミュニティホテル「Ｕ･コミュニティホールＬ」 

  

 

平成 27 年度 校友会総会 
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■ 母校体育祭の団体演技    提供 母校 元体育科教諭 吉村 峻治 先生（左上の写真） 

   

   

■ 歴代の校長先生（敬称略）           

初 代 谷 岡   登 昭 3. 4. 1 ～ 昭 13. 3.31 

２ 代 山 田 楊 之 助 昭 13. 8.20 ～ 昭 14. 5.10 

３ 代 竹 谷  辰 郎 昭 14.11. 2 ～ 昭 18. 3.11 

４ 代 谷 岡  拓 磨 昭 18. 3.12 ～ 昭 23. 3.31 

５ 代 谷 岡   登 昭 23. 4. 1 ～ 昭 24. 3.31 

６ 代 谷 岡  拓 磨 昭 24. 4. 1 ～ 昭 42. 3.31 

７ 代 谷 岡  太 郎 昭 42. 4. 1 ～ 昭 44. 8.31 

８ 代 小 林 得 一 郎 昭 44. 9. 1 ～ 昭 54. 3.31 

９ 代 湯 原  俊 雄 昭 54. 4. 1 ～ 昭 61. 3.31 

10 代 柴 田   巖 昭 61. 4. 1 ～ 平 4. 3.31 
11 代 久 間 田 博 幸 平 4. 4. 1 ～ 平 9. 3.31 
12 代 中 山  次 郎 平 9. 4. 1 ～ 平 12. 3.31 

13 代 厚 母  眞 一 平 12. 4. 1 ～ 平 16. 3.31 

14 代 尼 子  東 吉 平 16. 4. 1 ～ 平 20. 3.31 

15 代 大 塚  信 一 平 20. 4. 1 ～ 平 25. 3.31 

16 代 堀 井   純 平 25. 4. 1 ～ 平 28. 3.31 

17 代 好 永  保 宣 平 28. 4. 1 ～  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 85 期(平成 27 年卒業)     第 82 期(平成 24 年卒業) 

岡 山 絵 里        岡 田 明 丈 

平成 27 年 11 月 26 日(木)発行 ＰＴＡ機関誌「若竹会報」より転載 

 

■ 大学・短大合格状況   ※ 数値は延べ合格数   ３月１２日 現在  ゴシック ＝ 系列大学 

四年制大学名 合格 四年制大学名 合格 四年制大学名 合格 短 期 大 学 名 合格 

大 阪 商 業 大 学 105 大 阪 電 気 通 信 大 学 3 中 央 大 学 1 大 阪 女 子 短 期 大 学 5 

神 戸 芸 術 工 科 大 学 4 大 谷 大 学 1 帝 塚 山 大 学 15 大 阪 青 山 短 期 大 学 1 

国 

公 

立 

高 知 大 学 1 関 西 学 院 大 学 4 同 志 社 大 学 1 関西外国語大学短期大学部 4 

大 阪 大 学 1 関 西 大 学 6 東 北 福 祉 大 学 1 四天王寺大学短期大学部 1 

大 阪 市 立 大 学 1 関 西 外 国 語 大 学 8 奈 良 学 園 大 学 2 東 大 阪 大 学 短 期 大 学 部 1 

大 阪 教 育 大 学 2 関 西 福 祉 科 学 大 学 1 阪 南 大 学 34 武 庫 川 女 子 短 期 大 学 2 

長 岡 造 形 大 学 2 京 都 外 国 語 大 学 4 佛 教 大 学 1 産 業 能 率 短 期 大 学 1 

藍 野 大 学 1 京 都 学 園 大 学 1 明 治 大 学 1 大 阪 女 学 院 短 期 大 学 1 

芦 屋 大 学 2 京 都 嵯 峨 野 芸 術 大 学 1 桃 山 学 院 大 学 24 大阪信愛女学院短期大学 1 

追 手 門 大 学 8 京 都 産 業 大 学 3 森 ノ 宮 医 療 大 学 1 大阪学院大学短期大学部 1 

大 阪 学 院 大 学 14 京 都 精 華 大 学 5 酪 農 学 園 大 学 1 大阪夕陽丘学園短期大学 1 

大 阪 観 光 大 学 1 近 畿 大 学 28 立 命 館 大 学 3 大 阪 城 南 女 子 短 期 大 学 1 

大 阪 経 済 大 学 10 甲 南 大 学 1 龍 谷 大 学 3 短 期 大 学 小 計 20 

大 阪 経 済 法 科 大 学 7 甲 南 女 子 大 学 2 流 通 科 学 大 学 1   

大 阪 芸 術 大 学 4 神 戸 学 院 大 学 2 成 安 造 形 大 学 2   

大 阪 工 業 大 学 7 神 戸 松 蔭 女 子 大 学 1 天 理 大 学 4   

大 阪 産 業 大 学 6 四 天 王 寺 大 学 8     

大 阪 女 学 院 大 学 1 摂 南 大 学 18     

大 阪 成 蹊 大 学 1 太 成 学 院 大 学 2 四年制大学小計 372 大学合格数総数 392 
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０201５年度 クラブ実績０ 

硬式野球部             [昭和４年創部] 

■春季近畿地区大会大阪府予選       ４回戦 

■全国高校野球選手権大阪大会       ３回戦 

■秋季近畿地区大会大阪府予選       ベ ス ト16 

 

男子バスケットボール部       [昭和４年創部] 

■大阪高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 ベスト16 

■大阪高校総体ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 ベスト16 

■大阪高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ新人大会 第８位 

■大阪私立高校総体ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会  第８位 

■府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会(商業大会) 優 勝 

 

陸上競技部             [昭和４年創部] 

■大阪Ｉ･Ｈ地区予選会 川口大輝(3 年)3000mSC  9'38”76 優 勝 

■大阪Ｉ･Ｈ        川口大輝(3 年)3000mSC  9'25”66 第２位 

◆近畿Ｉ･Ｈ        川口大輝(3 年)3000mSC  9'29”74 第 11 位 

■大阪高校総体地区予選   三宅結大(2 年) 100m    11”38 総合６位 

 岩崎義起(1 年) 100m    11”64 総合６位 

 植田 光(1 年)1500m   4'19”20 総合３位 

 植田 光(1 年)5000m  17'06”66 総合６位 

 笹井加奈(2 年)走幅跳    5m 01 総合３位 

■大阪高校総体 三宅結大(2 年) 200m    22”76 第８位 

 男子４×100mＲ      43”55 準決勝進出 

 男子４×400mＲ     3'30”10 準決勝進出 

■大阪商業大会 男子 総合優勝 女子 総合２位 

■大阪私学大会 川口大輝(3 年)3000mSC  9'32”54 優 勝 

       川口大輝(3 年)5000m  15'34”13 総合６位 

■地区別秋季大会 巴山雄介(1 年) 100m    11”26 総合５位 

 三宅結大(2 年) 200m    22”73 総合７位 

 西園寺健介(1 年)三段跳   13m 02 第６位 

 男子４×100mＲ      42”90 第３位 

 笹井加奈(2 年)走幅跳    5m 05 総合６位 

 

剣道部                  [昭和４年創部] 

■大阪私学大会     １回戦 

■全国総体大阪府予選 １回戦 

■大阪高校総体 ２回戦 

■新人戦     １回戦 

 

柔道部               [昭和７年創部] 

■全国大会大阪府予選 山本一真(2 年) -73 ㎏級 第３位 

■国体大阪府予選 山本一真(2 年) -73 ㎏級 第２位 

■大阪私立高校大会 山本一真(2 年) -73 ㎏級 優 勝 

■大阪強化選手選考会 山本一真(2 年) -73 ㎏級 Ａランク選考 

 佐藤朱莉(2 年)-100kg 級 Ｃランク選考  

 多喜谷隆司(2 年) 100kg 超級 Ｃランク選考 

■大阪高校総体 白川一樹(3 年)-73 ㎏級 ベスト16 

 

軟式野球部                [昭和 24 年創部] 

■春季近畿地区大会大阪府予選 ベスト４ 

■大阪私学大会        ベスト４ 

■全国高校軟式野球選手権大阪大会 ベスト16 

■秋季近畿地区大会大阪大会 ベスト４ 

 

サッカー部             [昭和 24 年創部] 

■大阪高校春季大会  １回戦 

■高円宮杯Ｕ-18 ｻｯｶｰﾘｰｸﾞ 3 部  第６位 

■大阪私学大会         １回戦 

■全国高校ｻｯｶｰ選手権大阪大会  ４回戦 

■東大阪市民大会 準優勝 

■中河内リーグ 下位リーグ 優 勝 

 

バレーボール部           [昭和 30 年創部] 

◆近畿高校ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ優勝大会       １回戦 

■全国高校総体大阪府予選 ベスト８ 

■全日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ高校選手権大阪府予選 ベスト16 

■近畿私立高校ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ選手権大会（２部） 第３位 

■大阪高校新人大会    ベスト８ 

◇平成 27 年度全国高校選抜タイ遠征  日本代表 Ⅲ-6 米山結人 

 

 

◇印…国際大会 ／ ☆印…全国大会 ／ ◆印…府県代表 

 

ラグビー部             [昭和 32 年創部] 

■大阪府高校総体 ｼｰﾄﾞ決定戦敗退 

■全国大会 7人制大阪府予選  ベスト16 

■全国大会大阪府予選  決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ進出 

■近畿大会大阪予選（Ｂﾌﾞﾛｯｸ） ベスト４ 

 

ワンダーフォーゲル部        [昭和 34 年創部] 

■ ５月 葛城山 ■ ６月 六甲山 

■ ７月 葛城山(合宿前訓練) ■ ８月 立山(夏合宿 富山県) 

■ ９月 近畿ﾄﾚｯｷﾝｸﾞﾌｪｽﾀ in 大阪 ■11 月 葛城山 

■ ２月 金剛山(冬山体験) 

 
ボクシング部            [昭和 48 年創部] 

■全国高校選手権大会大阪府予選 出場 

■国民体育大会大阪府予選 出場 

■大阪高校総体 出場 

■大阪高校新人大会 出場 

 

ゴルフ部              [平成 19 年創部] 

☆全国高校ｺﾞﾙﾌ選手権大会春季大会 片岡慎之介 太田雄策 小西美帆 

 鈴木海咲 

☆全国高校ｺﾞﾙﾌ選手権大会夏季大会 男子団体 32 位   樋口璃乃 55 位Ｔ 

 竹田弘登 65 位Ｔ 西村隼 126 位Ｔ 

☆日本ｼﾞｭﾆｱｺﾞﾙﾌ選手権競技 野澤竜次 34 位Ｔ 竹田弘登 54 位Ｔ 

☆日本ｱﾏﾁｭｱｺﾞﾙﾌ選手権競技 竹田弘登 131 位 T 

☆全日本ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｱﾏﾁｭｱｺﾞﾙﾌ選手権競技 野澤竜次 15 位 T 竹田弘登 87 位 T 

☆全日本女子ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｱﾏﾁｭｱ選手権競技 谷頭さつき 62 位Ｔ 

☆2015 和歌山国体 竹田弘登を含む奈良県 5位Ｔ 

 竹田弘登 21 位Ｔ 

☆第 19 回東日本高校選抜ｺﾞﾙﾌ競技会 男子団体 7位 女子団体 8位 

 樋口璃乃 8位Ｔ 小西美帆 10 位 

☆タイトリスト杯 男子団体 27 位 

■関西ｱﾏﾁｭｱｺﾞﾙﾌ選手権競技 竹田弘登 27 位Ｔ 西村隼 35 位Ｔ 

■関西女子ｱﾏﾁｭｱｺﾞﾙﾌ選手権競技 樋口璃乃 23 位Ｔ 日下瑞貴 42 位Ｔ 

 谷頭さつき56位Ｔ 杉田瑞樹68位Ｔ 

 小西美帆 69 位Ｔ 

■関西高校ｺﾞﾙﾌ対抗戦 男子団体準優勝 全国大会出場決定 

■関西ｼﾞｭﾆｱｺﾞﾙﾌ選手権 決勝 出世飛翔 西村隼 竹田弘登  

 野澤竜次 上松佑平 樋口璃乃 

   6 名全国大会出場決定 

■関西高校ｺﾞﾙﾌﾏｯﾁﾌﾟﾚｰ選手権 河村萌波ベスト8 鈴木海咲ベスト16 

 上松佑平 野澤竜次 仁木卓磨 

 ベスト32 

■関西高校ｺﾞﾙﾌ選手権関西予選 竹田弘登 4位 樋口璃乃 6位  

 西村隼 10 位 3 名全国大会出場決定 

■関西高校ｺﾞﾙﾌ選手権大会秋季大会 竹田弘登 4位 原龍馬 野澤竜次 

 中村有吾 仁木卓磨 日下瑞貴 

  6 名全国大会出場決定 

■大阪府高校ｺﾞﾙﾌ選手権大会 竹田弘登 4位 西村隼 6位   

 他 17 名関西大会出場決定 

■大阪府高校ｺﾞﾙﾌ選手権秋季大会 19 名関西大会出場決定 

■大阪府高校私学総合大会 男子団体準優勝 女子団体 5位 

 西村隼準優勝 

  

女子バスケットボール部      [平成 20 年創部] 

■全国高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大阪府予選 ３回戦 

■府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会(商業大会)  １回戦 

■大阪高校総体ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ東地区ﾌﾞﾛｯｸ大会 ４回戦 

■大阪府私立高校総体ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 １回戦 

■大阪高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ新人東地区大会 第３位 

■大阪高校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ新人中央大会 １回戦 

 

ダンス部                [平成 23 年創部] 

■ＮＨＣ フェスティバル ダンス大会 出場 

 

吹奏楽部             [昭和９年創部] 

■第 54 回 大阪府吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ中地区大会 奨励賞 

 

空手道部同好会 

■大阪新人大会【個人戦】 ２回戦 
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■ 全国商業高等学校協会 簿記検定試験 合格者数一覧表 

回数 実 施 日 
１ 級 

２級 ３級 合計 
総合 会計 原計 

76 平成 25 年 6月 23 日  2  2 12 64  13  93 

77 平成 26 年 1月 26 日  0  0  8  9 160 177 

78 平成 26 年 6月 22 日  7 14  6 68   6 101 

79 平成 27 年 1月 25 日  1  7  7 40 112 167 

80 平成 27 年 6月 28 日  0  6  5 15  27  53 

81 平成 28 年 1月 24 日  0  1  5 18 111 135 

◎ 総合１級は，｢会計｣と｢原計(原価計算)｣の両科目を合格した者 
 

■ 平成 28 年 3 月 卒業生進路状況 
(ゴシック＝系列大学)      (3 月 12 日現在) 

進 路 状 況 合 格 割 合 
大 阪 商 業 大 学 ９７名 ２３.８％ 

神戸芸術工科大学 ４名 １.０％ 

大阪女子短期大学 ５名 １.２％ 

他 四 年 制 大 学 １６８名 ４１.２％ 

他 短 期 大 学 １４名 ３.４％ 

専 門 学 校 ６４名 １５.７％ 

就 職 ２３名 ５.６％ 

その他未定・出願中 ３３名 ８.１％ 

卒業生総数 ４０８名 １００.０％ 
 

■ 平成 27 年度 デザイン美術コース コンクール等 入賞一覧表 

第 27 回 全日本高校デザイン･イラスト展（全国） 入 選 ２名 

第 27 回 全日本高校デザイン･イラスト展（近畿・中部地区） 地区敢闘賞 ２名  地区新人賞 ６名 

第 8 回 サブローごまコンテスト 入 賞 ６名 

第 33 回 大阪府青少年読書感想画コンクール 優秀賞 １名（大阪府代表）  優良賞 ２名   佳作 １名 

献血啓発作品ポスター原画募集事業 入 賞 ３名 

第 8 回 あなたがおすすめ本の POP 広場 最優秀賞 １名 
  

 

校友会 副会長（母校教諭） 

五十川 精 三 
第 48 期 昭和 53 年卒業 

大阪府南河内郡太子町山田 823-6 

TEL 0721-98-0653 

校友会 常任幹事 

澤 井 駒 一 
第 28 期 昭和 33 年卒業 

八尾市本町 6-14-8-4003 

TEL&FAX 072-970-5540 

 

校友会副会長 藤 原  昇 
第 38 期 昭和 43 年卒業 

泉大津市松之浜町 1-17-11 

TEL&FAX 0725-33-3904 

大阪・港 海遊館通り 

 

矢 津 武 志 
第 37 期 昭和 42 年卒業 

〒552-0021 大阪市港区築港 4-3-24 

TEL & FAX 06-6571-1579 

校友会 副会長 英文タイプ部 

德 重   悟 
第 47 期 昭和 52 年卒業 

大阪市此花区春日出北 3-8-9 

TEL 06-6464-6418 
校友会 副会長 

森 田 賢 二 
第 29 期 昭和 34 年卒業 

 

〒577-0016 

東大阪市長田西 1-3-10 

TEL&FAX 06-6788-1667 

校友会 会長 

宮 原    健 
第 29 期 昭和 34 年卒業 

 

〒639-1058 

大和郡山市矢田町 5895-34 

TEL&FAX 0743-52-4100 

校友会 事務局長 

田 中   修 
第 38 期 昭和 43 年卒業 

 

〒579-8014 

東大阪市中石切町 2-8-25 

TEL&FAX 072-987-9618 

 

 祝 15 周年記念号 

新テイコク薬業株式会社 

取締役社長 藤 川 良 純 

第 26 期 昭和 31 年卒業  校友会副会長 

〒577-0816 東大阪市友井 5-4-39 

TEL 090-1071-5726 

丸ヨ運輸倉庫株式会社 

代表取締役社長 宮 田  宏 

第 30 期 昭和 35 年卒業 

本社 〒811-2114 福岡県糟屋郡須惠町上須惠 1408-1 

新原工業団地内 

ＴＥＬ ０９２(９５７)０２７０㈹ 

ＦＡＸ ０９２(９５７)０２７１ 

校友会 常任幹事 

石 河 鴻 一 
第 31 期 昭和 36 年卒業 

〒556-0023 大阪市浪速区稲荷 1-12-3-504 

TEL 090-3266-5149 
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株式会社 壽精工 工場長 

中 井   司 
第 49 期 昭和 54 年卒業 
東大阪市中野 1-19-24 

TEL 072-967-1836 

バスケットボール部ＯＢ会会長 

剱 持 宣 博 
第 60 期 平成 2 年卒業 

大阪市城東区放出西 2-10-28-304 

TEL 090-2356-1198 

 

 

植 田 生 花 
稽古用盛花･御流儀･家庭用盛花 

各種アレンジ花･生込み  

代表 植 田  恭 啓 
第 61 期 平成３年卒業 

〒581-0874 八尾市大竹 7-254 

TEL&FAX(072)940-7906 

スキー部ＯＢ会 

ホームページ開設しました。 

http://shodai-skiclub.sblo.jp/ 

スキー部ＯＢの同窓会の 

開催予定などホームページ 

より情報発信しています。 

石切神社参道・海鮮市場 

岡 本 勝 彦 
第 33 期 昭和 38 年卒業 

〒579-8011 

東大阪市東石切町 1-5-30 

TEL 072-981-3423 

一般社団法人ノーマライズうらわ 

代表理事 

グリーンフィンガーズ 

ぺんぎんカフェ 

 就労継続支援Ｂ型・就労移行支援事業所 

 

社会福祉法人日本盲人職能開発センター 評議員 

特定非営利活動法人 

埼玉リハビリテーションボランティア協会 理事 

特定非営利活動法人春来の里 理事 

特定非営利活動法人ＳＯＳ総合相談グループ 相談委員 

埼玉県年金委員会 理事 

 

 

社会保険労務士 

年金委員(厚生労働大臣委嘱) 

髙 橋 利 夫 

第２４期(昭和２９年卒業) 

〒３３０－００７２ 

埼玉県さいたま市浦和区領家６－１３－１７ 

（電話・ＦＡＸ) ０４８－８３３－７１３８ 

TESSUTO 

代表取締役 砂 金  光 夫 第 39 期 昭和 44 年卒業 

株式会社 テ ス ー ト 

〒579-8027 大阪府東大阪市東山町 4-1 

TEL：072-986-5357 FAX：072-986-5359 

E-Mail：mitsuo-sunagane@tessuto.co.jp 

田 坂 会 計 事 務 所 
所長 税理士 田 坂 隆 司 

第 63 期 平成 5年卒業 

〠550-0015 

大阪市西区南堀江２－１－１ブリエ南堀江２階 

TEL 06(6532)8533 FAX 06(6532)8534 

URL http://www.tasaka-kaikei.com 

E-mail  tasaka-kaikei@tkcnf.or.jp  
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安田岡本特許事務所 
“新しいモノづくりへの挑戦” 

特許権や商標権を始めとする知的財産権の保護・活用は、わが国産業活性化のための最も重要なファクター

です。知的財産権は何も大企業だけのものではありません。むしろ中小企業、ベンチャー企業の皆様にとって

こそ、この不況の中で“勝ち組”となるための必須条件です。 

 安田岡本特許事務所は、国内はもとより外国出願、さらに侵害訴訟を含む紛争解決においても長年の経験と 

ノウハウを蓄積しており、常に皆様の良きビジネスパートナーであり続けたいと考えています。 

特許・実用新案・意匠・商標等の知的財産に関するご相談がございましたら、ご遠慮なくご連絡下さい。 

お陰様で同窓生の皆様方から多数のご相談を賜っております。 

〔 所長 弁理士 安 田 幹 雄 〕 
パートナー 弁理士 岡 本 宜 喜 

弁理士 片 桐   務 

弁理士 武 藤   正 

弁理士 坂 戸   敦 

弁理士 国 立   久 

総員２７名(弁理士含む)  

１２期・本校元教諭 

会長 弁理士 安 田 敏 雄 

－会長略歴－ 

 

昭和 17 年 12 月 
昭和 21 年 

 
昭和 21 年～35 年 
昭和 32 年 
昭和 53 年 
平成 3 年 
平成 9 年 

本校卒業(第 12 期) 
官立大阪工業専門学校 

(現大阪府立大学工学部)卒業 
本校教諭(物理、化学、商品学) 
弁理士登録 
弁理士会(現日本弁理士会)副会長 
黄綬褒章受章 
勲五等双光旭日章受章 

 

〒577-0066 

大阪府東大阪市高井田本通 7-7-19 昌利
しょうり

ビル７階・６階 
TEL 06-6782-6917(代表) 

FAX 06-6782-6900 

E-mail：main@actelpat.com 
地下鉄中央線「高井田」駅②号出口 

西へ徒歩１分 
ＪＲおおさか東線「高井田中央」駅 
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商 品 の ご 紹 介 

□ 商 品 名：酵素飲料「モルセラ デラックス」 

□ 名  称：純植物性酵素飲料（清涼飲料水） 

□ 内 容 量：１,０００ml 

□ 商品説明：旬の野菜･果物･穀物･野草･海草･樹液など 

約60種類の原材料から特殊技術でエキス 

を抽出し、大切に熟成発酵させた手作り 

酵素飲料です 

□ 販 売 者：株式会社 アリカ 

□ 生 産 国：日本 

□ お召し上がり方法：１日２～３回を目安に、原液の 

まま、または氷で割ってお召し上がりください。 

 

酵素は自然の贈りもの。 

株式会社 ア リ カ 

〒810-0001  

福岡市中央区天神 2-14-8 天神センタービル６Ｆ 

赤 部  功 第 28 期(昭和 33 年卒業) 

 ０１２０-１１-０２０４ 

24 時間受付(月曜～土曜 AM10:00～PM8:00) 

※ 日曜夜間は留守番電話が承ります 

ＦＡＸ  ０１２０-２２-３７８２ [24 時間受付] 

※ 送料は当社負担。 

※ 商品はお申込み後１週間以内にお届けします。 

※ 支払は代金引換、又は各種クレジットカード。（手数料無料） 

※ 返品は未開封に限り８日以内。(返送料はお申込者負担) 
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  平成 25 年度改選（平成 26・27 年度 追加）役 員 一 覧 表   (敬称略) 

顧  問  湯 原 俊 雄 (元校長 昭 54.4～昭 61.3)  23(S28) 上 原 洋 允 (元大阪弁護士会会長) 

  柴 田   巖 (元校長 昭 61.4～平 4.3)  12(S17) 安 田 敏 雄 (元日本弁理士会副会長) 

  久間田 博 幸 (元校長 平 4.4～平 9.3)   大 塚 信 一 (前校長 平 20.4～平 25.3) 

  厚 母 眞 一 (元校長 平 12.4～平 16.3)   堀 井   純 (現校長 平 25.4～     ) 

  尼 子 東 吉 (元校長 平 16.4～平 20.3)  23(S28) 岡 田 誠 一 (前校友会会長) Ｈ27.8.26逝去 

相 談 役 20(S25) 大 村 計 治  21(S26) 青 山 兼 光  21(S26) 澤 邑 知 明  22(S27) 沖 田 義 彦 

 23(S28) 玉 置 修 三  23(S28) 矢 森 武 昭       

役  職 期(年) 氏  名  期(年) 氏  名  期(年) 氏  名  期(年) 氏  名 

会  長 29(S34) 宮 原   健          

副 会 長 26(S31) 藤 川 良 純  29(S34) 森 田 賢 二  36(S41) 森 田 宗 弘  38(S43) 藤 原   昇 

 43(S48) 佐 藤 敏 明  47(S52) 徳 重   悟  48(S53) 五十川 精 三  62(H 4) 松 尾 成 彦 

事務局長 38(S43) 田 中   修          

書  記 60(H02) 坂 口 洋 平  74(H16) 松 田   周       

会  計 37(S42) 矢 津 武 志  63(H 5) 田 坂 隆 司       

監  査 28(S33) 赤 部   功  32(S37) 井 野 早 雄       

常任幹事 24(S29) 安 藤   修  28(S33) 澤 井 駒 一  28(S33) 宮 田 悠紀雄  29(S34) 湯 谷 宋 吾 

 29(S34) 須 藤 實 也  31(S36) 大 橋 貞 弘  31(S36) 石 河 鴻 一  33(S38) 岡 本 勝 彦 

 33(S38) 鈴 木 哲 士  34(S39) 仲 野   明  36(S41) 森  悦次郎  38(S43) 大 岡 清 司 

 38(S43) 中 崎 光 男  39(S44) 砂 金 光 夫  42(S47) 山 口   弘  49(S54) 中 井   司 

 56(S61) 酒 井   淳  58(S63) 熊 谷 公 男  75(H17) 森 安 義 次  75(H17) 中 村 隆 都 

 77(H19) 山 岡 大 樹  78(H20) 渡 部   優  82(H24) 柴 田 英 希    

幹  事 09(S15) 梅 野   迪  27(S32) 清 水 英五郎  39(S44) 東 内 秀 多  41(S46) 生 駒 幸 一 

 47(S52) 田 口 富 雄  49(S54) 山 本 眞 大  53(S58) 清 水 尚 義  61(H03) 植 田 恭 啓 

 64(H06) 井 上 力 哉  65(H07) 井 野 雄 一  66(H08) 大 橋 健 弘  71(H13) 崎 谷 裕 史 

 76(H18) 大 西 潤 哉  79(H21) 小 島 ア ヤ  79(H21) 髙 橋 尚 起  80(H22) 大 井   孟 

 80(H22) 中 河 真 菜  80(H22) 後 藤 彰 久  81(H23) 藤 崎 鈴 香  81(H23) 松 尾 雅 之 

 82(H24) 植 木 彩 香  83(H25) 北 田 章 悟  83(H25) 前 田 正太郎  84(H26) 小 林 希 硯 

 84(H26) 岩 間 梨 那  85(H27) 紙 田 あゆみ  85(H27) 河 野 貴 一  85(H27) 山 本 美 雪 
   

            

      
賛 助 金 賛 助 金 賛 助 金 

      
      17(S22) 横井 辰夫 29(S34) 栗山 亨奉 48(S53) 牧山 孝司 

      19(S24) 次田 幸雄 29(S34) 小廣  正 49(S54) 梶田  昇 

      20(S25) 篠浦 一朗 29(S34) 中野 隆右 49(S54) 坂本  朗 

      20(S25) 坂上  猛 30(S35) 喜多 忠博 51(S56) 斧田 政文 

      21(S26) 青山 兼光 30(S35) 片山 廣次 53(S58) 清水 尚義 

      21(S26) 大塚 哲男 30(S35) 吹田  進 54(S59) 窪田 敏幸 

      21(S26) 大藪  稔 30(S35) 後藤 正義 54(S59) 西岡 利昭 

      21(S26) 澤邑 知明 31(S36) 東條  勝 57(S62) 辻本 順一 

      21(S26) 橋本  修 31(S36) 木戸 守正 59(H01) 児島 俊彰 

      23(S28) 玉置 修三 31(S36) 吉田 史朗 60(H02) 尾上 憲彦 

賛助金・賛助広告 賛助広告 賛助広告 
23(S28) 村上  博 31(S36) 石河 鴻一 62(H04) 松尾 成彦 

23(S28) 西野 泰司 32(S37) 上原 秀憲 66(H08) 大橋 健弘 

26(S31) 藤川 良純 12(S17) 安田 敏雄 63(H05) 田坂 隆司 23(S28) 宮野 友義 32(S37) 井野 早雄 67(H09) 加藤 悠一 

28(S33) 赤部  功 22(S27) 沖田 義彦 64(H06) 井上 力哉 24(S29) 慶田 欽一 35(S40) 布川 清澄 67(H09) 近石 大器 

29(S34) 森田 賢二 23(S28) 岡田 誠一 
  

24(S29) 安藤  修 35(S40) 南宅 英治 76(H18) 北野 真司 

29(S34) 宮原  健 23(S28) 池本 繁喜 
賛 助 金 

24(S29) 坂口 松男 36(S41) 森 悦次郎 80(H22) 中谷 英之 

30(S35) 宮田  宏 24(S29) 髙橋 利夫 26(S31) 真鍋 安男 36(S41) 松本  宏 82(H24) 山口真里江 

31(S36) 大橋 貞弘 25(S30) 谷岡  剛 08(S14) 岡田 卓造 26(S31) 松本  清 36(S41) 牧内 勝巳 82(H24) 匿  名 

38(S43) 田中  修 28(S33) 澤井 駒一 09(S15) 梅野  迪 27(S32) 青木 嘉重 37(S42) 志村 傅造 83(H25) 井上 涼太 

39(S44) 砂金 光夫 29(S34) 伊藤 榮信 10(S16) 寺澤  章 27(S32) 清水英五郎 37(S42) 荻野 秀雄 85(H27) 上原 宗真 

43(S48) 稲葉 照夫 33(S38) 岡本 勝彦 10(S16) 矢田貝善雄 28(S33) 宮田悠紀雄 39(S44) 横山 一夫   
47(S52) 德重  悟 37(S42) 矢津 武志 11(S16) 田中喜久雄 29(S34) 湯谷 宋吾 39(S44) 東内 秀多   
49(S54) 中井  司 38(S43) 藤原  昇 11(S16) 田中 政輔 29(S34) 田島 正日 41(S46) 松井 義範  

 

  
48(S53) 五十川精三 14(S20) 第 14 期 城友会 29(S34) 雁金 祥泰 42(S47) 大森 輝義   

  54(S59) 愛知  浩 14(S20) 髙鶴 邦彦 29(S34) 中村昭太郎 42(S47) 吉田 宗弘   

  60(H02) 劔持 宣博 15(S20) 寺井 修二 29(S34) 中井 昭夫 43(S48) 八倉 康祐   

  61(H03) 植田 恭啓 17(S22) 北村  寛 29(S34) 堅川  健 44(S49) 北口  登    

平成 27 年度                     （敬称略） 

賛助金・賛助広告協力者芳名 

皆様方のご好意による浄財を「校友会活動賛助金」および

「賛助広告」としてお願いいたしましたところ、多数の皆様

からご協力を賜り、ありがとうございました。 

 お蔭様で、賛助金･賛助広告を合わせまして 700,000 円余り

の浄財を拠出していただきました。深く感謝申し上げます。 

 芳名記載には、万全を期したつもりですが、記載漏れ等が

ありましたらご容赦を賜りますようお願い申し上げます。 

数字＝期(卒業年) 

Ｓ＝昭和、Ｈ＝平成 

太字＝15 号賛助広告予約 
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ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ 

三菱東京 UFJ 銀行 

至 奈良 

八戸ノ里ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｽｸｰﾙ 

大阪商業大学高等学校 

大阪商業大学 
ハウス食品 

消防署 

近鉄奈良線 

商大幼稚園 

ﾛｲﾔﾙﾎｽﾄ 

至 なんば 

■『 校友会活動賛助金 』のお願い 

本会の目的(会則第３条)を達成するためには、各種事業
を計画・立案をする必要があります。そのためには、かな
りの資金を必要とします。 

毎年、総会開催に伴う諸経費、校友会誌発刊に伴う費用、
母校の周年事業の協賛や校友会の今後の活動のための資金
として、皆様方のご好意による浄財を｢校友会活動賛助金｣
としてお願いしております。 

今年も 一口￥１,０００.(何口でも可)の温かいお志を 
お願いいたします。 

送金方法：郵便振替 （別紙｢払込取扱票｣を利用） 

口座番号：大阪０９６０＝５＝６７９６７ 

加入者名：大阪商業大学高等学校 校友会 

■『 新 役 員 』の要請 

平成 25 年度に改選いたしました役員は、本誌 p.15 のと
おりです。(平成 23・24 年度 一部追加。) 

本年度の総会で役員を改選します。積極的に役員として
活動していただける方は、自薦・他薦を問わず、校友会事
務局までお申し出下さい。特に、幹事は各期に最低一名は
お願いしたいのですが、充分ではありません。ぜひ、積極
的にお申し出をお願いします。 

※役員の活動内容 

本部役員：年間３回の本部役員会に出席して諸審議に参加

して頂き、総会開催にご協力をお願いします。 

幹  事：年間２回の幹事会の諸審議に参加して頂き、総

会に向けて準備と当日の役割をお願いします。 

■『 賛助広告掲載 』のお願い（要予約） 

次号(第 16 号)に賛助広告掲載のご協力を！ 

皆様よりのご協力をお願いします。 

広告サイズ：Ａ.幅 
Ｂ. 
Ｃ. 
Ｄ. 
Ｅ. 
Ｆ. 
Ｇ. 
Ｈ. 
Ｉ. 

4.7cm 
4.7cm 
4.7cm 

9.5cm 

9.5cm 

9.5cm 

19.0cm 
19.0cm 
19.0cm 

×高 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

2.3cm 
4.6cm 
6.9cm 
4.6cm 
9.2cm 

13.8cm 
9.2cm 

13.8cm 
27.6cm 

\ 3,000 
\ 5,000 
\ 8,000 

\10,000 

\15,000 

\20,000 

\25,000 

\30,000 

\50,000 

申込み締切：平成２９年２月２８日(火) 

広 告 料：次年度配布の「払込取扱票」にてお振込み
の上、広告原稿をお送りください｡ 

 

■『 校友会だより｢校友会誌｣』の原稿募集 

次号(第 16 号)に原稿投稿のご協力を！ 

校友会活動を充実させるため、校友会だより｢校友会誌｣
を発刊しています。より充実した内容にするためには、皆
様よりの投稿が不可欠です。 

下記により原稿を募集していますので、ぜひ、投稿して
いただきますようお願いいたします。 

なお、同期会・クラブＯＢ会など開催の情報を事務局ま
でお寄せください。校友会から些少ですが補助金を支給さ
せていただきます。 

原 稿 の 内 容： 同期会･クラス会･クラブＯＢ会などの 
状況･生徒時代の思い出･短歌俳句など。 
※ 写真や資料の提供も歓迎します。 

原稿提出期限： 平成２９年２月２８日(火) 

原稿送付先：大阪商業大学高等学校 校友会 事務局 〒577-8505 東大阪市御厨栄町 4-1-10 大阪商大高校内 

TEL：06-6781-3050 FAX：06-6781-8972 Ｅメール：info@kouyuukai.org 
会誌発行日：平成２９年４月１７日(月)の予定      発行部数：約 12,000 冊  

 

校友会だより「校友会誌」第 15 号をお届けいたします。前号よりオールカラーにしたこ

とで皆様から好評をいただいております｡ 

さて、本会は設立して 15 周年を迎えました。まことに喜ばしい限りでございます。 

この校友会誌が会員の皆様と母校を繋ぐ一助になればと願って編集しております。なお一層充実した会誌にす

るためには、皆様からのご意見や感想が不可欠でございます。 

今後も更なる飛躍を目指して会誌の編纂を心がけますので、よろしくご協力賜りますようお願い申し上げます。 

校友会誌 第 15 号  発行･編集／大阪商業大学高等学校校友会  発行責任者／宮原 健 編集人／宮原  健・田中  修 題字／魯 光宮(虎谷年晴) 

事務局／〒577-8505 東大阪市御厨栄町 4-1-10 大商大高校内 TEL 06-6781-3050 FAX 06-6781-8972 URL http : //kouyuukai.org  Mail : info@ kouyuukai.org   

TTS ｾﾝﾀｰ 6F 

U･ｺﾐｭﾆﾃｨﾎﾃﾙ 蒼天 

懇親会会場 総 会 会 場 

会 場 案 内 図 

ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭｳ 

河内小阪駅 八戸ノ里駅 

編 集 後 記 


